
● 総社市社会福祉協議会からの地域福祉情報紙 ●

iiiinnnnffffoooorrrrmmmmaaaattttiiiioooonnnn  ----   vvvvoooollll ....22223333
2222000011110000....9999 社会福祉協議会とは、社会福祉法人格をもった民間

の福祉団体です。地域において住民が主体となる住民
組織と公私の社会福祉に関する活動を行う関係者等に
より構成され、地域における保健福祉上の諸課題を計
画的・協働的努力によって解決しようとする公共性・
公益性の高い民間非営利団体で、「誰もが安心して豊か
に暮らせるまちづくり」を目的とした地域福祉を推進
する組織です。

しゃきょう

総社市社会福祉協議会とは？（略して 社 協）

Soja Ci ty
Council of Social welfare
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現在の地域社会を取り巻く事情は、少子高齢化の問題の上
に、景気雇用不安の問題が重層的に加担し、生計不安や地域
生活の困難さが顕在化している状況にあります。
また、総社市は厳しい財政状況でありながら、「子育て王

国そうじゃ」の事業や地域ケア体制の推進、障がい者支援を
積極的に取り組み、市民本位の行政施策を推進しています。
そこで、社会福祉協議会は、地域住民の安全を守り豊かな

暮らしの実現のために、住民主体の地域福祉活動の推進を担
う中核的組織として、地域住民・行政・福祉関係者から信頼
される社会福祉法人として、事業展開や組織の基盤整備を行
いました。

平成21年度　貸借対照表

平成21年度　事業活動収支計算書

平成21年度の事業報告、財産目録、貸借
対照表については、閲覧することができます。
★この件に関する問い合わせ先★
総社市中央一丁目1番3号
社会福祉法人　総社市社会福祉協議会

ＴＥＬ（92）8555  

①福祉委員活動の推進
・福祉委員の増員　525名（10名増員）
・福祉委員協議会の運営、研修会の企画実施、活動の検討など
②地区社会福祉協議会（地区社協）活動の推進
・地区社協会長会議の開催（年5回）及び懇談会（4地区開催）
③ふれあいサロン活動の推進
・開設に向けての相談・調整、備品の貸出、交流会の開催、活動
助成金交付など　166ヶ所（8ヶ所増）
④地域福祉活動計画の策定
・策定委員会（2回開催）及び専門研究部会（3回開催）
⑤地域包括ケアシステムの構築（小地域ケア会議への参画）
・小地域ケア会議への参画（158回）
主な協議事項：高齢者状況の把握、集い（サロン）の場づくりの 検討、
困難事例の検討、地域の見守り活動、要援護者台帳の作成など

・地域ケア会議への参画（4回)
主な協議事項：地域ケア会議の取
り組み、小地域ケア会議及び合同
連絡会、高齢者虐待防止、地域包
括ケアシステムなど
⑥障がい者（児）相談支援事業整
備・充実
・相談支援事業（合計　1,796件)
・地域自立支援協議会の設置運営
（2回開催）及び部会（合計31回開催）
当事者団体、家族、施設、関係

機関、行政関係者など34団体で構
成。課題分野別に5つの部会を設
置して、協議を進めた。総社市独
自の障がい者への支援施策の検討
を行った。
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その他の用具については、
社会福祉協議会までお問い
合せください。
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ひと

い
想
い
の
七
夕
飾
り
を
つ
け
、
短
冊
に

願
い
事
を
書
い
て
、
き
ゅ
う
り
の
馬
、

な
す
び
の
牛
、
と
う
も
ろ
こ
し
や
ス
イ

カ
を
供
え
て
、
今
年
の
み
な
さ
ん
の
無

事
を
お
祈
り
し
ま
し
た
。
飾
り
の
前
で

総
社
地
区
社
協
の
森
会
長
も
参
加
し
て

く
だ
さ
っ
た
の
で
記
念
撮
影
を
取
り
、

そ
の
後
、
手
作
り
の
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ

や
ス
イ
カ
を
い
た
だ
き
、
七
夕
の
歌
を

唄
っ
て
童
心
に
還
っ
て
、
楽
し
い
一
時

を
過
ご
し
ま
し
た
。
9
月
に
は
、
お
は

ぎ
を
作
っ
て
、
出
前
講
座
で
、
い
き
い

き
百
歳
体
操
を
す
る
予
定
で
す
。

服
部
地
区
の
敬
老
会
は
、
毎
年
、

市
内
で
一
番
最
初
に
行
わ
れ
て
い
ま

す
。今

年
は
、
天
候
不
順
で
体
調
を
崩

さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
、

4
月
25
日
（日）
に
36
名
の
方
を
お
迎
え

し
て
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方

を
中
心
に
手
作
り
の
敬
老
会
を
行
い

ま
し
た
。

18
年
前
、
地
域
の
高
齢
者
の
ふ
れ
あ

い
、
語
ら
い
の
場
を
つ
く
ろ
う
と
生
ま

れ
た
山
水
会
で
す
が
、
年
度
初
め
に
年

間
計
画
を
立
て
、
参
加
者
の
意
見
を
取

り
入
れ
活
動
し
て
い
ま
す
。

5
月
の
ミ
ニ
運
動
会
や
10
月
の
中
央

保
育
園
児
と
の
交
流
会
な
ど
、
月
１
回

の
集
い
を
み
な
さ
ん
大
変
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。

今
年
は
、
7
月
13
日
（火）
に
恒
例
の
七

夕
祭
り
を
行
い
ま
し
た
。
笹
の
枝
に
想

3
歳
か
ら
10
歳
の
女
の

子
6
人
が
着
物
姿
で
紅
を

さ
し
て
、
お
花
を
持
ち
一

生
懸
命
踊
り
を
踊
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

あ
ま
り
の
可
愛
さ
に
顔

が
ほ
こ
ろ
ん
で
し
ま
い
ま

す
。

福
祉
委
員
の
方
々
は
「
ガ
ー
ド
下
の
靴
み
が
き
」

の
寸
劇
を
し
て
く
だ
さ
り
、
涙
あ
り
笑
い
あ
り
の

気
持
ち
の
こ
も
っ
た
、
あ
っ
た
か
い
敬
老
会
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

帰
る
時
も
、
手
作
り
の
扇
子
袋
（
扇
子
入
り
）

と
さ
る
ぼ
ぼ
の
お
守
り
を
、
お
土
産
に
い
た
だ

き
、「
み
な
さ
ま
、
来
年
も
来
る
け
ぇ
ー
よ
ー
」

を
合
言
葉
に
会
場
を
後
に
さ
れ
ま
し
た
。

と
て
も
心
温
ま
る
手
作
り
の
敬
老
会
が
で
き
て
、

改
め
て
服
部
地
区
の
良
さ
を
感
じ
た
１
日
で
し
た
。



つながりつながりひと ひと

だれもが

安心して暮らせる

山手地区

福祉委員の
役割を考える

山
手
地
区
社
協
で
は
、
6
月
4
日
に
総

会
を
行
い
、
平
成
21
年
度
事
業
・
決
算
報

告
及
び
平
成
22
年
度
事
業
計
画
・
予
算
な

ど
に
つ
い
て
担
当
役
員
か
ら
報
告
・
提
案

が
あ
り
協
議
を
し
ま
し
た
。

交
代
し
た
3
名
の
新
任
委
員
も
一
緒
に

「
だ
れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
山
手
地

区
」
の
実
現
の
た
め
に
は
高
齢
者
は
も
と

よ
り
、
子
ど
も
や
障
が
い
者
（児）
の
方
へ
と

幅
広
い
人
々
へ
の
支
援
が
必
要
と
認
識

し
、
新
た
に
「
山
手
な
か
よ
し
ウ
ォ
ー

6
月
28
日
（月）
19
時
か
ら
清
音
地
区
福

祉
委
員
会
総
会
が
清
音
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
清
音
地
区
社
協

中
村
会
長
、
清
音
地
区
福
祉
委
員
会
赤

澤
会
長
の
挨
拶
の
後
、
社
協
か
ら
福
祉

ク
イ
ズ
を
を
交
え
な
が
ら
、
現
在
社
協

が
実
施
し
て
い
る
事
業
の
紹
介
と
福
祉

委
員
活
動
を
す
る
上
で
の
ポ
イ
ン
ト
、

社
協
会
費
の
目
的
や
募
集
の
説
明
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
高
齢
者

の
相
談
窓
口
と
し
て
小
地
域
ケ
ア
会
議
、
介
護

予
防
事
業
な
ど
の
取
り
組
み
の
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
。

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
、「
自

助
・
共
助
・
公
助
」
と
い
う
3
つ
の
力
が
協
働

し
合
う
仕
組
み
が
必
要
で
あ
り
、
福
祉
委
員
は

地
域
福
祉
の
推
進
役
と
し
て
地
域
で
の
見
守
り

や
声
か
け
、
ニ
ー
ズ
及
び
課
題
の
把
握
な
ど
関

係
機
関
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
住
民
主
体
の

福
祉
活
動
を
担
う
重
要
な
役
割
で
あ
る
と
説
明

が
あ
り
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
福
祉
委
員
の
役
割
を
は
じ
め
社

協
及
び
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容

を
改
め
て
知
る
こ
と
が
で
き
、
一
つ
一
つ
の
活

動
の
積
み
重
ね
が
地
域
福
祉
の
広
が
り
に
つ
な

が
っ
て
い
く
と
感
じ
ま
し
た
。

【山手地区社協総会の様子】

キ
ン
グ
」
の
実
施
と
「
山
手
福
祉
セ
ン

タ
ー
夏
ま
つ
り
」
へ
の
協
力
を
決
め
ま

し
た
。

「
山
手
な
か
よ
し
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」

は
、
山
手
地
区
に
お
住
ま
い
の
幼
児
か

ら
小
学
校
6
年
生
ま
で
を
対
象
に
地
区

の
史
跡
め
ぐ
り
、
そ
の
後
、
角
力
取
山

で
カ
レ
ー
を
食
べ
た
り
ゲ
ー
ム
を
し
て

秋
の
一
日
を
楽
し
も
う
と
い
う
趣
向
で

す
。（
11
月
に
開
催
予
定
）

な
お
、
地
区
社
協
活
動
に
つ
い
て
は

『
山
手
地
区
社
協
だ
よ
り
第
2
号
』
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
今
年
の
敬
老
会
は
9
月
20
日

（月）
に
行
い
ま
す
。

【山手地区社協だより第2号】

5
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2
0
1
0
夏
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

体
験
月
間
が
終
了
し
ま
し
た
。

市
内
在
住
在
学
の
中
学
生
・
高

校
生
が
、
市
内
の
保
育
所
、
障
が

い
児
（
者
）
施
設
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
、
学
童
保
育
等
で
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

中
学
生
・
高
校
生
の
み
な
さ
ん

暑
い
夏
で
し
た
が
、
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

こ
の
夏
、
貴
重
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
体
験
活
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
施
設
の
皆
様
に
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
を
し
て
い
た

だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
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7月6日（火）に、井原
市のNPO法人「はっぴいひ
ろば・とまとさん家」へ視
察研修に行きました。「と
まとさん家」は、毎日型の
サロンを実施しており、毎
日様々な講習や行事を組ん
でいました。
「総社市にも、このよう

な毎日型サロンがあればい
いのになぁ。」という、会
員からの声もありました。
今後、ボランティア連絡

協議会では、今後、このよ
うな活動に参画していけれ
ばと考えます。



8

～相談支援センターより～

6月25日（金）を皮切りに、全7回の講座を開
催しました。
「ボランティアとは？」の講義から始まり、

実際にゆうゆうの行事（調理）に参加して利用
者と関わったり、ゆうゆうでの行事を企画して
いただいたりしました。今回企画していただい
た行事は、今後取り入れていきたいと思ってい
ます。
これからもよろしくお願いします♪

～地域活動支援センターより～

障がいのある小学生を対象としたスポーツ体験講座
「たのしく!!からだをうごかそう2010」を7月20日より
開催しています！
第1回目は2名の参加でしたが、開催をおうごとに参

加者は増えていき、講師の土屋里美先生（NPO法人
team AIR）の指導のもと参加児童たちは、会場のきび
じアリーナをところ狭しと動きまわっていました。
今回はじめての試みでしたが、今後も障がいのある子

どもたちの余暇の充実につながる活動を企画していきた
いと思います。
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Normalization ノーマライゼーションとは、すべての人が普通の生活ができるよう、ともに暮ら
し、ともに生きていくことをめざす社会が正常な社会であるという考え方です。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
保
育
サ
ポ
ー
ト「
あ
い
・
あ
い
」

は
、
総
社
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
平
成
14
年
7
月
か
ら
始
め
ま
し
た
。

は
つ
ら
つ
と
楽
し
い
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
・
子
育
て
支
援
・
子
育
ち
の
応
援
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
す
。

一時サポート
理由を問わずお子様をお預かりします。
(リフレッシュ・通院・引越し・
冠婚葬祭など）
同行サポート
保育園・学童保育・習い事などへの送迎。
集団サポート
複数のお子様を集団でお預かりします。
病児サポート
サポートドクター・協力医院と連携して、
病院への付き添い・保育をいたします。

6月12日（土）きびじ農業後継者クラブのご協
力により、ふれあい体験参加の子どもたちと
中・高・大学生ボランティア、「おたまじゃくし
の会」の皆さんも一緒にじゃがいも掘りやさつ
まいもの苗植えを行い、楽しくふれあいました。
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9月25日（土）26日（日）に行われる「れとろーど'10」でバザーを行います。贈答
品等、家庭で眠っている未使用品がありましたら、ご寄付いただけませんか。この活動
は不要の品をリサイクルし、福祉基金の一助を目的として行うものです。ご寄付いただ
ける方は、社会福祉協議会へご持参、または、お電話ください。

ふれあい福祉農園では、野菜や花等を栽培し、自然とふ
れあうと共に、余った生産物を地域福祉活動に生かすこと
により、生きがいづくりや地域交流活動を行っています。
○対象：総社市在住の60才以上で社協会員の方
○場所：清音福祉センター西隣
○募集人数：3名
※その他、詳細についてのお問い合わせや利用希望の方
は、本会までご連絡ください。
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種　　別 金　　額 寄　付　者 住　所 

香典返し 
 
篤志寄付 
遺贈 

30,000円 
10,000円 
30,000円 
500,000円 

小原　宏子　　亡母（巴）       
澤山　　豊　　亡妻（アヤ子） 
ニコニコボランティア（代表　赤阪惠美子） 
中田　貞子から遺贈 

富原 
溝口 
井尻野 
横浜市 

 

在間　靖二 

平田　昌紀 

　持　典夫 

横田　直隆 

宮田　恒代 

小池　久子 

陶山　正志 

小見山昇一 

三宅　　昭 

安田美智子 

原　　英美 

岩r　義治 

松浦　正巳 

小松　済雄 

浅野間一夫 

田邉　修也 

大角　宗男 

中村　　剛 

北村　閲子 

林　　恭子 

内田　　博 

薬師寺晴美 

家野　尚志 

横田　悦子 

吉村　卓也 

林　　修二 

大角　純二 

田中　良惠 

清田　章之 

▽香典返し  

亡母（イソコ） 

亡祖母（千代子） 

亡父（勘吾） 

亡父（好清） 

亡夫（重春） 

亡夫（昭） 

亡母（竹子） 

亡父（豊） 

亡母（梅子） 

亡息子（研治） 

亡父（勲） 

亡母（せつ） 

亡母（千代） 

亡義父（勇） 

亡父（渡） 

亡母（美登里） 

亡父（武） 

亡母（千代子） 

亡母（大岩壽満子） 

亡夫（晴夫） 

亡妻（元子） 

亡父（正徳） 

亡父（春嗣） 

亡母（q見房恵） 

亡父（雅美） 

亡母（昌子） 

亡伯母（只野） 

亡夫（勇） 

亡父（章夫） 

 

槙谷 

宍粟 

西郡 

中原 

三須 

井手 

美袋 

井尻野 

新本 

美袋 

美袋 

井手 

山田 

北溝手 

日羽 

久米 

新本 

三輪 

泉 

西阿曽 

福井 

刑部 

総社 

西坂台 

山田 

中央一丁目 

たつの市 

下倉 

地頭片山 

寄　付　者 住　　所 

土　　和広 

須々木剛教 

假谷　真人 

大賀　　覚 

小西　資郎 

木口　雄二 

萬成　　稔 

永田　真一 

平田　泰通 

萱原　満穂 

大賀　則子 

前島　照子 

松永　仁志 

浅田　秀代 

服部　俊一 

栢野　菊恵 

斎藤　道明 

難波　久志 

枝松　武男 

片岡　興平 

石原　修身 

村木　信彦 

別府　玲治 

橋本　　賢 

枝松　敏士 

枝松　治子 

平田　信　 

石原　安久 

杉田　輝明 

本安　勝彦 

清音上中島 

清音軽部 

福谷 

総社 

金井戸 

山田 

赤浜 

総社一丁目 

槙谷 

門田 

総社 

井尻野 

真壁 

三輪 

刑部 

溝口 

清音上中島 

上原 

下原 

八代 

新本 

井尻野 

新本 

門田 

下原 

久代 

宍粟 

奥坂 

井尻野 

久代 

寄　付　者 住　　所 

友野　博之 

入江　設人 

横田萬吏子 

田中　　昭 

國府　郁子 

亡父（和夫） 

亡母（一子） 

亡息子（肇） 

亡父（岸男） 

亡母（大月兔代子） 

亡父（賢二） 

亡義母（　本金） 

亡妻（由美） 

亡母（次子） 

亡母（秀子） 

亡父（博元） 

亡母（春枝） 

亡父（健） 

亡父（良一） 

亡父（秀一） 

亡夫（猛） 

亡義母（知惠子） 

亡母（芳子） 

亡夫（朝治） 

亡母（華子） 

亡夫（喜多男） 

亡母（歌美） 

亡父（辰夫） 

亡義母（つや子） 

亡妻（公子） 

亡母（清子） 

亡母（基榮） 

亡妻（直子） 

亡母（貞子） 

亡父（正志） 

亡夫（稔） 

亡義父（寿喜夫） 

亡父（広昭） 

亡祖母（サカへ） 

亡母（立子） 

寄　付　者 住　　所 

地頭片山 

美袋 

宇山 

種井 

日羽 

▽篤志寄付・篤志品  

匿　　　名 

匿　　　名 

 

中央一丁目 

上林 

※ご了承をいただいた方についてのみ、原則として紙面上に寄付金額を掲載さ
せていただいております。

下記については、金額の多寡にかかわらずご希望により寄付金額は掲載しておりません。

（平成22年4月23日から平成22年7月20日まで　敬称略）

本年も、市民の皆様から多くのご協力をいただくことができました。会員募集の取
りまとめに、ご協力をいただいた皆様、また、会費という「かたち」で地域福祉事業
の推進にご協力いただいた皆様には厚く感謝を申し上げますとと
もに、今後ともご協力をよろしくお願い申し上げます。皆様から
お寄せいただいた会費は、地域福祉事業に役立てさせていただき
ます。
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「みんなのちいきふくし」は、赤い羽根共同募金
配分金の一部を利用して発行しています。

今年も全国一斉に10月１日から12月31日までを運動期
間に、赤い羽根共同募金運動がスタートします。
運動期間の始まりには、市内のＪＲ駅、量販店で市内

の福祉関係団体等の方々により街頭募金活動を予定して
います。
また、市内の各戸への戸別募金、学校募金、企業や商

店へ協力店募金等、募金活動を地区の役員の方々のご協
力で進めております。運動期間中、どうぞご協力をお願
いいたします。


